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うっ血性心不全入院患者に対する持続型ループ利尿薬(Azosemide)の臨
床効果
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に変更することによって，本剤の有効性ならびに

安全性を検討した。
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うっ血性心不全入院患者に対する

持続型ループ利尿薬(Azosemide）の臨床効果
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利尿薬は，ジギタリス，血管拡張薬などと並ん

で，慢性心不全の治療薬の中でも最も基本的なも

のの一つである。心拍出量の低下に対する代償機

転としてＮａ・水分の貯留が生じ，これが悪循環

に陥り細胞外液量の増加が高度となって，うっ血

性心不全の病態がもたらされることを考えれば，

うっ血に対して直接的効果を期待し得る利尿薬を

用いることは，極めて理にかなったことと言え

る')。中でも，furosemideをはじめとするループ

利尿薬は，最も強力であり従来より汎用されてき

た。利尿薬が心不全症状の改善に著効を示すこと

は疑う余地がないが，長期的な生命予後におよぼ

す影響については疑問視する意見もあり2)，個々

の利尿薬の特性を把握した上で，より安定した治

療法の可能性を探ることは重要な臨床的課題であ

る。

陽性変力物質や血管拡張薬に比して最近の発展

に乏しい利尿薬の中で，比較的最近開発された

azosemideは，furosemide，bumetanideと同様

にヘンレ係蹄上行脚に作用するループ利尿薬であ

るが，その作用は強力で，作用発現が緩徐かつ持

続時間も比較的長いという特徴を有している3)~5)。

今回我々は，おもに他のループ利尿薬が投与さ

れているうっ血性心不全の入院患者を対象として

投与されている利尿薬をほぼ同量のazosemide

Ｉ対象ならびに方法

対象は，旭川医科大学第一内科およびその関連

施設に入院したうっ血性心不全患者で，すでに他

の利尿薬が投与されている患者，または利尿薬に

よる治療が妥当と考えられる患者25名である。患

者背景を表１に示したが，男性１２名，女性１３名で

あり，年齢は31～88歳，平均66.6±3.2歳であった。

基礎疾患は，僧帽弁閉鎖不全症７例，心筋梗塞症

５例，拡張型心筋症３例，虚血性心疾患２例，肺

性心３例，その他の心不全５例であった。利尿薬

初回使用例は３例で，他の22例の内訳は，furose‐

ｍｉｄｅ使用１８例，furosemideとspironolactone

の併用ｌ例，piretanide使用２例，bumetanide

使用ｌ例であった。後述のごとく，azosemide投

与開始時のＮＹＨＡ重症度分類は，Ⅱ度１２例，Ⅲ

度13例であった。

１．投薬方法・投与量・併用薬剤

Azosemide（Diart⑧錠）の投与方法は，以前

より他の利尿薬が投与されている‘患者については，

furosemide40mgがazosemide60mgに相当す

る利尿効果を持つ6)ことを基礎として，ほぼ同量

のazosemideに変更投与することとした。その

ｌ：旭川医科大学第一内科２：旭川厚生病院３：深川市立病院内科４：藤井病院






















	cover
	2012年10月01日14時21分15秒

